
戻り売り優勢、OPECプラスは減産縮小を延期も
NY原油先物相場は、1バレル=70ドルの節目水準で抵抗を受け、67ドル台前半まで軟化する展開になっ

た。12月5日に石油輸出国機構（OPEC）プラスは減産縮小の再延期を決めたが、原油相場に対する影

響は限定的だった。改めて需給緩和見通しを織り込む動きが優勢になり、11月18日以来の安値を更新

した。中東情勢は依然として不安定だが、原油相場に対する影響は軽微だった。

OPECプラスは12月5日に合同閣僚監視委員会（JMMC）を開催し、減産縮小計画に着手する時期を来年

4月まで先送りすることで合意した。想定以上に厳しい需要環境・見通しとあって、まだ減産縮小に着

手できる環境にはないと判断した模様だ。来年4月から2026年にかけて時間をかけて減産縮小を進める

計画が改めて発表されているが、マーケットへの影響は限定的だった。そもそも、マーケットでは

OPECプラスが減産縮小に着手できる環境にはないとの見方が優勢だったことに加えて、減産縮小の延

期でも来年1～3月期の供給超過は避けられないとの厳しい見方が優勢になっている影響だ。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（11月29日時点）は、原油が前週比507万バレル減、ガ

ソリン236万バレル増、石油精製品が338万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給緩和見通しの織り込み続く、OPECとIEA月報に注目

2

【展望】

需給緩和見通しを背景に上値の重い展開が続く見通し。徐々

に上値は切り下がっており、9月10日に付けた年初来安値

65.27ドルを試す可能性もあろう。石油輸出国機構（OPEC）

の減産縮小を延期する決定も無難に消化し、上値の重さを再

確認している。

今週は11日にOPEC、12日に国際エネルギー機関（IEA）月

報が発表されることがイベントリスクになる。前月と同様に

世界石油需要見通しの引き下げ、供給過剰見通しの再確認が

行われると、売り圧力が強まりやすくなる。11月18日安値

66.61ドルを割り込むと、チャート主導の売り圧力も強まり

やすくなる。

一方、12月11日には中国で中央経済工作会議が開催される。

来年の経済成長目標や景気下支え策などについて、習近平国

家主席を含む最高指導部や金融当局幹部などが協議を行うこ

とになる。強めの成長目標設定、景気対策への期待感の高ま

りといった動きが見られると、非鉄金属相場などとの連動で

安値修正が促される可能性はある。

中東では11月27日にイスラエルとレバノンの停戦合意が実現

したが、その後もイスラエルとヒズボラの間では散発的な攻

撃の応酬が報告されている。最大60日でイスラエル軍はレバ

ノンから撤退する計画だが、イスラエルとヒズボラが互いに

合意違反を批判しており、軍事衝突が激化するリスクには注

意が必要。シリアの内戦激化、イランの核開発強化の動き、

ウクライナ戦争激化などにも注意が必要。逆にイスラエルと

ハマスの停戦協議が再開された模様であり、停戦合意に向け

て大きな進展がみられると調整売りが膨らみやすくなる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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